
国際協同組合年　海外視察研修報告
安倍川流木クリーンまつり
さばじゃが君紹介
浜松地域労福協事務所改装オープン
富士地域新拠点開設

Shizuoka Rofukukyo Dayori
New year

新年号
連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくろう！！

労福協だより
（一社）静岡県労働者福祉協議会

新 企 画
事業団体職員・労福協役員へ贈る

自主福祉運動の歩み
人物登場地区労福協三役の

22地区リレートーク
新 企 画

ワーカーズ・ライブラリー開設ワーカーズ・ライブラリー開設
（公財）　静岡県労働者福祉基金協会からのお知らせ（公財）　静岡県労働者福祉基金協会からのお知らせ

災害ボランティア報告災害ボランティア報告
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「
思
い
や
り
」・「
助
け
合
い
」

と
言
う
言
葉
を
大
切
に
！



（
一
社
）静
岡
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

理
事
長

吉 

岡

　秀 

規

県
労
福
協
理
事
長
と
し
て
の
使
命
は
た
だ
ひ
と
つ
。

〝
連
帯
〞と〝
協
同
〞の
輪
を
広
げ
る
こ
と
で
す
。

静
岡
県
労
働
金
庫理

事
長

加
藤

　幸
博

　静
岡
労
金
は
、本
年
3
月
1
日
に
創
立
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。

60
年
の
歴
史
を
敬
意
と
感
謝
の
気
持
ち
で
振
り
返
り
、希
望
の
持
て
る

明
日
に
向
か
って
更
な
る
飛
躍
に
繋
げ
て
参
り
ま
す
。

全
労
済
静
岡
県
本
部

本
部
長

佐
竹

　功

　昨
年
創
設
55
周
年
を
迎
え
、賀
川
豊
彦
記
念
館
訪
問
な
ど
様
々
な

取
組
み
を
行
う
中
、こ
れ
を
契
機
に
自
主
福
祉
運
動
の
大
切
さ
を
も
う

一度
皆
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

静
岡
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会

会

　長 

中
川

　浅
行

　昨
年
の
国
際
協
同
組
合
年
は
、協
同
組
合
間
の
提
携
事
業
が
目
白

押
し
で
し
た
。1
年
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、こ
れ
か
ら
も
引
き
続
い
て
の
協

同
組
合
間
の
提
携
が
重
要
に
な
って
き
ま
す
。

60
年
　
感
謝
の
気
持
　
全
員
で

　
　
飛
躍
に
つ
な
げ
　
と
も
に
明
日
へ

初
晴
の
　
空
に
誓
い
し
　
志

　
　
価
値
を
高
め
ん
　
協
同
の
心 

I
Y
C 

そ
の
後
に
つ
な
が
る 
取
組
み
が

　
　
　
　
　
真
の
成
果
と
　
呼
べ
る
も
の

助
け
合
い
　
歴
史
に
つ
づ
る
　
半
世
紀

　
　
　
　
　
　
皆
で
確
認
　
原
点
回
帰
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　昨
年
は
、
低
迷
す
る
景
気
や
亜
細
亜
の
隣
国
と
の
不
本
意
な
関
係
悪
化
に
よ
る
経
済

環
境
の
激
変
な
ど
に
よ
り
、
私
た
ち
の
生
活
も
た
い
へ
ん
厳
し
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　し
か
し
、
そ
ん
な
厳
し
さ
の
中
に
あ
っ
て
も
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け

た
国
民
一
人
一
人
の
絆
が
様
々
な
形
と
な
っ
て
発
揮
さ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　新
春
を
迎
え
、
今
年
こ
そ
は
の
願
い
を
込
め
、
各
福
祉
事
業
団
体
ト
ッ
プ
の
皆
さ
ん

に
新
年
へ
の
想
い
や
活
動
な
ど
を
詠
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
財
）静
岡
県
勤
労
者
信
用
基
金
協
会

理
事
長

小
塚

　則
久

　昨
年
3
月
に
未
組
織
の
方
の
住
宅
ロ
ー
ン
保
証
料
が
労
金
の
協
力

に
よ
り
無
料
に
な
り
ま
し
た
。長
い
間
、組
織・未
組
織
の
壁
が
あ
り
ま

し
た
が
、こ
の
決
断
は
、大
胆
か
つ
画
期
的
で
あ
り
融
資
も
大
き
く
伸

び
ま
し
た
。

（
株
）静
岡
ユ
ニ
オ
ン
ト
ラ
ベ
ル

代
表
取
締
役
社
長

曽
我

　一樹

　東
日
本
大
震
災
の
傷
跡
は
、ま
だ
ま
だ
大
き
く
残
り
、復
興
に
は
時

間
を
要
し
て
い
る
が
、多
く
の
犠
牲
と
共
に
残
さ
れ
た「
課
題
」、「
教

え
」は
薄
れ
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。さ
て
、ユニ
オ
ン
ト
ラ
ベ
ル
は
み
な
さ
ん

の
活
動
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
等
、お
役
に
た
て
る
よ
う
お
手
伝
い
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
公
財
）静
岡
県
労
働
者
福
祉
基
金
協
会

理
事
長

平 

野

　哲 

司

  

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
存
在
を
、も
っ
と
も
っ
と
県
下
に
知
ら
し

め
る
こ
と
で
、働
く
人
や
、そ
の
家
族
の
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
た
い
。

サ
ポ
セ
ン
を
県
下
に
も
っ
と
　
知
ら
し
め
て

　
　
　
　
　
　
　
働
く
人
に
　
広
げ
る
笑
顔

悲
し
み
は
　
月
年
流
れ
　
薄
れ
る
が

　
　
　
　
　
震
災
の
教
え
　
心
に
刻
む

大
胆
に
組
織
・
未
組
織
区
別
な
く

　
　
　
保
証
料
無
料
　
画
期
的
な
り

　新
法
人
に
変
わ
っ
て
一
年
足
ら
ず
と
短
い
で
す
が
、2
本
柱
で
あ
る

「
債
権
管
理
回
収
事
業
」・「
年
金
制
度
普
及
啓
発
事
業
」が
今
後
も

順
調
に
推
移
す
る
よ
う
、常
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
一
財
）静
岡
県
年
金
福
祉
協
会

専
務
理
事

新 

出

　繁 

博

一
財
と
　
変
え
て
一
年
　
幼
く
も

　
　
　
仕
事
満
ち
た
り
　
双
輪
廻
る
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生
協
と
農
協
と
漁
協
で
創
っ
た
メ
ン
チ
「
静

岡
発
　
さ
ば
じ
ゃ
が
君
」
は
宣
伝
文
句
に
は

事
欠
か
な
い
商
品
で
す
。
青
魚
の
王
様
ゴ
マ

サ
バ
を
メ
イ
ン
と
し
た
ヘ
ル
シ
ー
商
品
で
あ

り
、
静
岡
県
内
産
地
に
こ
だ
わ
り
、
地
産
地

消
を
後
押
し
し
、
資
源
の
有
効
活
用
で
あ
り
、

旬
の
原
料
を
使
用
す
る
季
節
限
定
生
産
品
で

す
。
２
０
１
２
年
国
際
協
同
組
合
年
に
協
同

組
合
間
提
携
で
開
発
・
販
売
さ
れ
、
行
政
・

県
水
産
技
術
研
究
所
か
ら
技
術
援
助
を
頂
き
、

農
商
工
連
携
基
金
事
業
助
成
金
の
活
用
を
受

け
ま
し
た
。

　
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
は
県
生
協
連
会
員
の

4
つ
の
生
協
の
専
務
理
事
が
し
ず
お
か
オ
リ

ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
を
開
発
し
よ
う
と
話
し

合
っ
た
こ
と
で
し
た
。
折
し
も
２
０
１
２
年

は
国
際
協
同
組
合
年
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
販

売
開
始
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
漁
協
の
「
規
格
外
の
サ
バ
利
用
」
と
農
協

の
「
規
格
外
の
馬
鈴
薯
利
用
」
の
ア
イ
デ
ア

に
県
水
産
技
術
研
究
所
の
技
術
援
助
と
生
協

の
販
売
ル
ー
ト
が
見
事
に
リ
ン
ク
し
、
新
食

感
・
新
感
覚
の
メ
ン
チ
コ
ロ
ッ
ケ
（
！
？
）

が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
販
売

初
年
度
の
今
年
は
様
子
見
を
兼
ね
恐
る
恐
る

販
売
を
始
め
ま
し
た
・
・
が
、
予
想
以
上
の

反
響
で
し
た
。
来
年
度
以
降
の
販
売
に
乞
う

ご
期
待
で
す
。

静岡発 
 さばじゃが君は、
このようにできました

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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ま
つ
り
と
言
っ
て
も
、台
風
な
ど
で
上
流
か

ら
流
れ
て
き
た
流
木
を
拾
い
集
め
る
作
業
で

約
１
時
間
実
施
し
ま
し
た
。一
人
で
は
と
て
も

動
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
大
木
も
数
名
で
協

力
し
て
片
付
け
る
事
も
出
来
ま
し
た
。１
時
間

の
作
業
で
し
た
が
、多
く
の
方
が
参
加
を
し
て

い
ま
し
た
の
で
約
2
5
0
立
方
メ
ー
ト
ル
の

流
木
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
に
参
加
を
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様

に
は
感
謝
い
た
し
ま
す
。本
当
に
お
疲
れ
様
で

し
た
。

　
11
月
18
日
に
第
10
回「
安
倍
川
流
木

ク
リ
ー
ン
ま
つ
り
」が
静
岡
市
葵
区
の

安
倍
川
親
水
広
場
と
牛
妻
地
区
の
２

会
場
で
市
民
1
6
2
0
名
も
の
多
く

の
方
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
前
日
は
雨
が
降
り
、開
催
が
危
ぶ
ま

れ
た
の
で
す
が
、当
日
は
風
も
な
く
穏

や
か
な
日
で
し
た
。

　
こ
の
ま
つ
り
に
は
、今
年
は
国
際
協

同
組
合
年
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、地

域
に
貢
献
で
き
る「
協
同
組
合
」ら
し

い
活
動
を
実
践
す
る
こ
と
と
、協
同
組

合
の
存
在
価
値
を
高
め
る
事
を
目
的

と
し
て
、志
太
榛
原
地
域
労
福
協
、労

働
金
庫
、全
労
済
、事
業
団
体
の
関
係

者
53
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

小川港鯖まつり

小川港鯖まつり

高洲店

安
倍
川 

流
木

ク
リ
ー
ン
ま
つ
り

に
参
加
し
て

国際協同組合年
海 外 視 察 研 修 報告

曽根  睦太郎
（財）静岡県勤労者信用基金協会
　　専務理事

　
2
0
1
2
年
は
国
連
が
定
め
た
国
際
協
同
組
合
年

（
Ｉ
Ｙ
Ｃ
）。県
内
で
は
静
岡
県
実
行
委
員
会
が
組
織
さ

れ
、そ
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、協
同
組
合
の
源
流
を
学

ぶ
観
点
か
ら
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ッ
チ
デ
ー
ル
公
正
先
駆
者

組
合
記
念
施
設
、ド
イ
ツ
の
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
記
念
施

設
へ
の
海
外
視
察
研
修
が
計
画
さ
れ
、静
岡
県
実
行
委

員
会
の
構
成
団
体
か
ら
総
勢

22
名
参
加
し
、2
0
1
2

年
10
月
20
日
〜
26
日
に
わ
た
り
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

福
祉
事
業
団
体
か
ら
は
、コ
ー
プ
静
岡
吉
田
専
務
理
事

（
団
長
）、全
労
済
佐
竹
本
部
長
、労
働
金
庫
石
間
常
務
、

私
は
静
岡
県
労
福
協
か
ら
の
一
員
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。　ロッ

チ
デ
ー
ル
公
正
先
駆
者
組
合

　
　
　
　
　
　
　   

記
念
施
設
訪
問

　
イ
ギ
リ
ス
で
の
訪
問
先
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
郊
外
に

あ
る
ロ
ッ
チ
デ
ー
ル
公
正
先
駆
者
組
合
記
念
施
設
。最

初
の
店
舗
と
な
っ
た
建
物（
1
8
4
4
年
12
月
21
日
開
設
）

は
、１
９
４
１
年
か
ら
博
物
館
と
し
て
、世
界
中
か
ら
協

同
組
合
の
歴
史
を
学
び
に
来
る
人
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
の
博
物
館
で
は
、協
同
組
合
大
学
の
ロ
ナ
ル
ガ
ン
上

席
研
究
員
か
ら
、先
駆
者
　28
名
が
こ
の
協
同
組
合
を
設
立

し
た
当
時
の
労
働
者
の
厳
し
い
生
活
環
境
、店
舗
開
設

の
苦
労
、店
舗
で
の
販
売
品
か
ら
始
ま
り
、現
在
の
イ
ギ

リ
ス
に
お
け
る
協
同
組
合
の
実
態
等
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
記
念
施
設
訪
問

　
次
に
向
か
っ
た
の
は
、南
ド
イ
ツ
に
あ
る
ラ
イ
フ
ァ

イ
ゼ
ン
記
念
施
設
。ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
の
生
家
、ラ
イ

フ
ァ
イ
ゼ
ン
出
会
い
セ
ン
タ
ー（
パ
ン
工
場
跡
）等
を
訪

問
し
、エ
ー
ジ
ン
ガ
ー
氏（
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
銀
行
の
元

頭
取
）か
ら
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
の
足
跡
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
が
、
27
才
の
若
さ
で

村
長
と
し
て
赴
任
し
て
以
降
、食
べ
物
が
な
い
農
民
の

た
め
に
パ
ン
工
場
作
り
、子
供
た
ち
の
た
め
の
学
校
の

建
設
、農
民
を
借
金
か
ら
救
う
た
め
に
安
い
利
子
で
貸

し
付
け
る
仕
組
の
構
築
等
を
次
々
に
手
掛
け
て
い
っ
た

説
明
に
は
驚
き
ま
し
た
。ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
が
、こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、世
界
に
様
々
に
存
在
す
る

協
同
組
合
、信
用
組
合
の
仕
組
み
を
作
り
上
げ
た
一
端
、

正
に
源
流
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
求
め
ら
れ
る
の
は
教
育

　
イ
ギ
リ
ス
・
ド
イ
ツ
で
の
視
察
を
通
じ
て
強
く
感
じ

た
も
の
は
、協
同
組
合
に
関
す
る「
教
育
」を
重
要
視
し

て
い
る
こ
と
で
す
。協
同
組
合
の
あ
り
方
も
時
代
と
共

に
変
化
し
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
が
、協
同
組
合
と
は

何
か
、な
ぜ
協
同
組
合
な
の
か
等
再
考
し
て
い
ま
す
。私

ど
も
静
岡
県
に
お
い
て
も
、協
同
組
合
活
動
、自
主
福
祉

活
動
、各
事
業
団
体
の
事
業
等
、次
の
時
代
を
担
う
人
た

ち
へ
し
っ
か
り
引
き
継
い
で
い
く
使
命
が
あ
り
ま
す
。

ロッチデール公正先駆者組合
記念施設

博物館内の展示風景　

ライファイゼンの生家
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西部地域拠点「友愛会館」
12月1日改装オープン

富士地域拠点
「ライフサポートセンター岳南事務所」

11月1日オープン

　地域活動拠点づくりについて昨年から「地域
活動拠点作り委員会」を設置し検討して来まし
た。浜松駅に近い所で賃貸物件を探しましたが
思うような物件が見つからず、ＪＡＭ静岡さん
の持ち物である友愛会館を西部の拠点として改
装し使用させて貰う事に結論付けしました。具
体的な改装計画を立てたところ当該物件は、古
い建物で耐震に問題があったため、耐震診断と
耐震補強をして内部の改装を実施する事としま
した。西部の拠点という位置づけでしたので、少
人数（4８名程度）でのセミナーや講演会が出来
る場所を確保する事を重点におき、入口を入っ
て来た人がオープンな場所で入り易いと思える

西遠地域労働者福祉協議会
浜松市労働者福祉協議会
会長　古川 正明
「友愛会館」住所：
〒435-0048　浜松市東区上西町1270
改装オープン日：2012年12月1日

ようなレイアウトを考えました。会議室は大小
会議室に移動できるパーテーションを採用し使
い勝手の良い工夫を凝らしました。友愛会館の
中に入る団体は、浜松市労福協・浜松地区退福
共・グリーン友の会・ライフサポートセンター西
部・連合静岡西部事務所・連合静岡浜松地協・Ｕ
Ａゼンセン・静染労組・西部労連・ＮＰＯ法人
ねっとわあくアミダスと10団体が事務所を置く
事になり、まさにお互いに連携を深めながら活
動していく拠点になりました。今後、西部の拠点
として皆様に親しまれ人が集う場所にしたいと
思っています。お近くにお越しの節は是非、お立
ち寄り下さい。

NPOねっとわあくアミダス脊古理事長 食堂 印刷室 相談室 小会議室

大会議室労福協・LSCの皆さん連合静岡の皆さん

２２台駐車できる駐車場

友愛会館正面玄関

UAゼンセン・西部労連・静染労組の皆さん

　富士地域の活動拠点「ライフサポートセンター
岳南事務所」が2012年11月1日にオープンしまし
た。富士市役所の西隣、広い道路に面した日当り
のとても良い場所になります。事務所開設に当た
り、多方面の方々よりご理解とご協力をいただき
ましたことに感謝いたします。
　富士地域は工業地域であり、グローバル社会で
の企業競争・生産活動の影響を強く受けやすい地
域であります。製紙産業の再編、企業生産活動の
海外シフトなど、地域に暮らす勤労者の生活はこ
れら企業の動きに大きく左右されています。この
ような状況下、地域勤労者のためになるべく早く
地域活動拠点を立ち上げて、勤労者の目線で何か
支援できる活動を行わなければならないという
思いがありました。行政に要望を提出するだけで
なく、地域という枠組みで勤労者が手を取り合っ
て、徐々にかもしれませんが助け合い協力し合う
活動・仕組み作りをしていかなければという思い

を持っています。
　富士市では「都市活力再生プロジェクト」が立
ち上がり、富士市で活動する企業の存続支援、新
たな産業の誘致・起業支援、暮らしやすい街づく
りの推進、就労支援を目的に有識者を招いて動き
出しています。地域活動拠点の目指す活動がプロ
ジェクトの目的と合致するため、ハローワーク・
若者就労支援・ライフサポートセンターを1ヶ所
にまとめてワンストップサービスにする予定で
した。しかしながら、これらが一緒に入れる事務
所の確保が困難なこともあり、独立して事務所を
構えました。最初はライフサポートセンター岳南
事務所の活動を広く市民の方々に知っていただ
く活動に力を入れ、同時に行政・各NPO団体との
関係づくりを進めていきます。市役所の隣であ
り、行政に活動を強くアピールし、労働行政で存
在感を出していかなければならないと思ってい
ます。皆様のご支援をお願いいたします。
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（公財）静岡県労働者福祉基　金協会からのお知らせ
●ライフサポートセンターしずおか事業部より ●『ALWF　福祉くらしのセミナー』開催報告 多数のご参加ありがとうございました。

会議室の利用方法や料金等のお問い合わせ、
お申し込み等は下記で承ります。

●「ＡＬＷＦ（アルーフ）ロッキーセンター」のご利用をお待ちしております！！

〒420-0851　静岡市葵区黒金町5-1　静岡県勤労者総合会館３階

FAX 054-272-7326

公益財団法人 静岡県労働者福祉基金協会　
ＡＬＷＦロッキーセンター

TEL054-273-3000

水
清
至

津
焼
至 郵便局■

あ
れ
ざ
あ

三井生命
ビル

■ ■

■
タクシー

バス
■

国道1号線 ■

静岡駅
市営駐車場
■

商工会議所
■

松坂屋

ＡＬＷＦロッキーセンター

★ 暮らし何でも相談
　消費生活、家庭、労働、子育て、介護、年金、住まい、多重債務、融資だけでなく、生きがい、
　生活設計、ボランティアなど、充実して暮らすための相談などもお受けします。
★ 豊富な相談協力ネットワークにより、適切な専門機関をご紹介します。
　（弁護士、司法書士、行政機関、社会福祉協議会、金融機関、ＮＰＯ団体等）
★ 相談は原則無料
★ 県内 6箇所のセンターで相談に応じます。

東部：055-922-3715
中部：054-273-3715
しだはいばら：054-646-6055
岳南：0545-51-3715

西部：053-461-3715
中東遠：0538-33-3715

暮らし
何でも相談 

日常生活で起こるトラブルや悩みごと等のご相談に応じます。
お気軽にご利用下さい。

■問合せ先

相談ダイヤル
受付は平日
9：00～17：00

ロッキーカレッジのご案内

開催報告

　子どもから大人まで大人気のスマートフォンは、小さなパソコンとも呼ば
れるほどの多機能ですが、リスクもあります。
　これから購入を予定の方、ご家族やお子さんが持っているという方、
①ケータイとスマホのちがい　②スマホの利便性とリスク
③子どもに持たせる時の対策はご存知ですか？
ロッキーカレッジでは、
『スマ－トフォンを購入する前に
　　知っておきたい3つのポイント』
と題してセミナーを行います。参加費無料、是非お越し下さい。
（事前の予約が必要です）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iPad を触ったことがない、

使い方がわからない方を対象にしたこのセミナー。2 人で 1 台の iPad を用意する関

係で、16 名限定といたしました。当日は、初期設定からインターネット接続、アプリケー

ションのダウンロードを体験。某食品メーカーの無料アプリを使った厚焼き玉子作りは、

iPad をフライパンにみたてて、調味料を加えたり裏返しにしたりと実際に作っているよ

うな感覚。できあがった玉子焼きの採点結果に歓声が沸きました。

11/3『 一(いち)からはじめるiPad!』

初心者歓迎無料セミナー『一（いち）からはじめるiPad!』と
『Facebookって何？』 を開催。（ALWFロッキーセンターにて）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これからはじめる方、はじめて間もな

い方を対象に、幅広い年齢層の方にお集まりいただきました。Facebook とは？からは

じまり、アカウントの取得や知っておきたい機能と使い方を、実際にパソコンから

Facebook のページへとつなぎ、実例を交えながらわかりやすく進めていきました。セ

ミナー後、講師への質問で行列ができるなど、皆さんの関心の高さを感じました。

11/17 『Facebook』って何？

台風で延期となった脳いきいき講座を開催いたします。
申込：ライフサポートセンター西部  TEL053-466-6307日時：2013年3月10日（日）13：30～16：30  会場：磐田iプラザ　

お知らせ

日時：2013年1月26日（土）
　　 13：30～15：00
会場：コープしずおか新沢田店
 　　 コミュニティールーム
　　　（沼津市新沢田町2-43）
申込：ライフサポートセンター東部
　　　TEL055-929-9820

沼
津
会
場

日時：2013年2月2日（土）
　　　13：30～15：00
会場：コープしずおかさんじの店
　　　コミュニティールーム
　　　（浜松市南区参野町46）
申込：ライフサポートセンター西部
　 　　TEL053-466-6307

浜
松
会
場

日時：2013年2月16日（土）
　　　13：30～15：00
会場：ALWFロッキーセンター
　　　（静岡市葵区黒金町5-1
　　 静岡県勤労者総合会館3階）
申込：ライフサポートセンター中部
　　　TEL054-270-3963

静
岡
会
場

開催日：2013年3月13日（水）
会　場：浜北中央公民館 会議室（浜松市浜北区貴布祢 浜北文化センター内）
時　間：13:30/15:00/16:30開始
定　員：各時間3名　計9名
申　込：事前予約制（先着順）下記へご連絡下さい。
　　　　ライフサポートセンター西部
　　　　TEL053-466-6307（平日9:00～17:00）

無料法律
相談会
無料法律
相談会

第25回

※内容は当協会ＨＰ＜http://www.alwf.or.jp/＞のイベント情報をご参照ください。

主催地域名 日　時 会　場 講　師 テ　ー　マ

11月5日(月)
18:30～20:00

11月27日(火)
18:30～20:00

11月 15日(木)
18:30～20:30

11月30日(金)
18:30～20:30

12月3日(月)
18:30～20:30

富士市文化会館
「ロゼシアター」

清水テルサ

大井川文化会館
「ミュージコ」

アミューズ豊田
「ゆやホール」

浜松アクトシティ
「コングレスセンター」

森永　卓郎
（評論家）　　

向井　亜紀
（タレント）

渡部　陽一
 （戦場カメラマン）

手嶋　龍一
（外交ジャーナリスト）

沼津伊豆
11月16日(金)
18:20～20:00 三島市民文化会館

谷川　真理
（マラソンランナー）

「忍耐は苦しい
けれどもその実は甘い」

「日本の未来を
　　　明るくするヒント」

「夢が生きる力になる」

「元気の出る話」
北原　照久

「家族の絆」
～世界100ヶ国以上の家族と
　過ごした時間～

「動乱の東アジア
～周辺国の攻勢と日本の進路～」

富　士

静　岡

志太榛原

中東遠

西　遠

　この法律相談会は、暮らし何でも相談に法律に関する相談が寄せられることから、静岡大学法科大学院との共催、生活協
同組合コープしずおかの後援により実施し、今回25回目を数えます。将来、法律関係の仕事をめざす大学院学生の実務技能
教育と大学院の社会貢献活動を兼ねたもので、相談には、大学院教員である弁護士（実務家教員）と大学院学生が同席し応
じます。一般の無料法律相談は、1件20～30分で終わることが多いのですが、この相談会は、約1時間とゆっくりお話を伺い
弁護士がアドバイスする形をとっています。3年前より、年4回行う内の1回を大学院の講義がない夏休みを利用して、西伊豆
や中伊豆方面で開催しております。この地域は、弁護士が常駐していない（または少ない）地域であることから、申込の受付開
始直後に全ての予約が埋まり、キャンセル待ちもしていただくなど、ニーズの高さを実感しております。

（㈱トーイズ代表取締役
横浜ブリキのおもちゃ博物館 館長）
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事業団体職員・労福協役員へ贈る言葉

4回シリーズ
運動継承

その

新 企 画

3
地区労福協三役の22地区リレートーク
物登場
No.7

新 企 画

人
櫻井　昇さん
小笠南地区労福協　事務局長

出身組織 ： スズキ労組大須賀支部
役 職 名 ： 大須賀支部、支部長
①趣　味 ： ゴルフ
②モットー ： 明るく！！
③最近感動したこと ： 医学の進歩（iPS細胞）
④最近失敗したこと ： ２才の孫にカレーを食べさせて
　ジャガイモをのどに詰まらせて大騒ぎになったこと。

サクライ　　　ノボル
労
働
組
合
の
中
に
定
着
す
る
自
主
福
祉
活
動

藤
田
克
己

（
元
、
県
評
事
務
局
長
）

みなさん、こんにちは。

　小笠南地区労福協で事務局長を仰せつかって

います櫻井です。平成24年の2月には地区事務所

も新たに開設して、退福協の先輩方と地域の自主

福祉活動に取り組んでいます。

　私も事務局長になってから早7年目を迎えまし

た。この6年間の組合活動により多くの経験をさ

せていただきました。

自分自身よくここまでこれたものだと関心しま

す…ハハハ

　過去を振り返ると、やはり多くの人に出会い支

えて頂いた事への思いと、「感謝」と言う言葉しか

浮かびません。

　私は、人間はとても弱い生き物だと思います。

例えば、草原に暮らす動物は生まれると直ぐに生

き延びるために歩行する行動をとります。生きて

いくための本能がそうさせるのです。

　私達はどうでしょうか。大事に大事に育てるが

ゆえにわがままな気持ちの弱い子供に育ち、自分

の事しか考えない人達が多

くなっていませんか・・

だから私達はお互いに

相手のことを思いやり、

助け合って行く事

の大切さを教

えて行かなけ

　
一
九
七
三
年
秋
の
第
一
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
は
、「
狂

乱
物
価
」、「
土
地
こ
ろ
が
し
」、「
買
い
占
め
、
売
り
惜

し
み
」、「
便
乗
値
上
げ
」
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
不
景
気
で
物
価
高
の
中
で
、
首
を
切
ら
れ
る
者
が
で

て
く
る
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
は
、
単
に
賃
上

げ
だ
け
を
追
い
求
め
て
い
て
は
、
組
合
員
の
生
活
条
件

を
守
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
全
生
活
領
域
を
カ
バ
ー
で
き
る
要

求
の
実
現
を
目
指
し
て
い
こ
う
で
は
な
い
か
。

　
こ
こ
か
ら
七
五
県
春
闘
共
闘
会
議
の
発
足
、
労
福
協

労
働
部
会
が
改
組
（
県
評
20
、
同
盟
13
、
電
機
5
、
食

品
3
、
新
産
別
1
、
純
中
立
11
、
事
業
団
体
4
）
さ
れ
、

七
六
年
一
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　
身
体
障
害
者
へ
の

　
車
椅
子
贈
呈

　
組
合
員
に
福
祉
カ
ン
パ
を
呼

び
か
け
た
が
、
最
初
は
組
合
員

で
は
な
い
者
に
何
故
カ
ン
パ
す

る
の
か
、
と
い
う
意
見
も
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
電
動
式
車

椅
子
を「
県
車
椅
子
の
会
」「
青
い
芸
の
会
」な
ど
へ
贈
っ

た
の
も
一
つ
の
と
り
く
み
で
あ
り
ま
し
た
。

　
労
働
者
の
預
金
預
け
替
え
運
動
の
提
唱

　　
狂
乱
物
価
の
一
因
に
「
土
地
こ
ろ
が
し
」
や
「
買
い

占
め
」
の
資
金
供
給
を
銀
行
が
供
給
し
て
い
る
こ
と
か

ら
国
民
の
批
判
は
「
銀
行
」
に
も
及
び
、
県
労
福
協
を

中
心
に
、「
銀
行
」
批
判
を
行
動
に
！
の
気
運
が
盛
り

上
が
り
、
い
わ
ゆ
る
「
預
金
の
預
け
替
え
運
動
の
提
唱
」

と
い
う
形
で
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
労

働
組
合
全
体
の
活
動
と
し
て
も
「
預
け
替
え
」
を
方
針

に
掲
げ
『
一
般
銀
行
の
預
金
引
き
お
ろ
し
と
財
形
貯
蓄

を
労
金
に
集
中
す
る
運
動
』
を
県
内
で
と
り
く
み
、
総

預
金
が
ほ
ぼ
倍
増
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
運
動
が
多
分
に
一
過
性
的
で

あ
り
、
息
の
長
い
「
お
金
の
流
れ
」
を
問
い
直
す
運
動

に
は
繋
が
ら
な
か
っ
た
底
の
浅
さ
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
軽
費
老
人
ホ
ー
ム

　
　「
も
く
せ
い
の
里
」の
建
設

　
高
齢
化
社
会
の
は
り
で
あ
っ
た
一
九
七
七
年
に
自
ら

の
社
会
福
祉
施
設
建
設
に
と
り
く
み
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
法
人
「
聖
隷
福
祉
事
業
団
」
の
設
立
認
可

（
昭
和
52
年
9
月
認
可
）、建
設
着
手
（
昭
和
53
年
3
月
）、

定
礎
式
（
昭
和
53
年
10
月
12
日
）、
完
成
・
披
露
（
昭

和
54
年
1
月
）
を
経
て
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
（
工
費
二
億

七
千
万
円
、五
階
建
、定
員
五
十
名
）「
も
く
せ
い
の
里
」

が
浜
松
市
北
区
に
生
ま
れ
た
の
も
、
一
つ
の
と
り
く
み

で
し
た
。

　（
一
九
八
四
年
、
静
岡
県
も
く
せ
い
事
業
協
会
、
一

九
九
二
年
、
財
団
法
人
静
岡
県
勤
労
者
福
祉
振
興
会
に

引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。）

「
思
い
や
り
」・「
助
け
合
い
」と
言
う
言
葉
を
大
切
に
！

ればいけないと思いますが、最近はこれらの事が

薄れてきていて寂しく思います。

　組合活動では新たに多くの人達との出会いの

中で、忘れかけていた「思いやり」・「助け合い」と

言う言葉を思い出しながら取り組み活動してい

ます。

　ここで私の変わった経歴を話し、今に役立って

いる事を話したいと思います。

私は30歳まで、御前崎港所属のカツオ一本釣り漁

船に乗っていた事により、周囲からは「船長」とか

「300トン」（私の好きな歌・おいらの船は300ト

ン）と呼ばれています。

　高校を卒業してから船に乗り、南太平洋に魚群

を求めて駆け巡っていました。ある時は船が遭難

しそうな暴風雨にあったり、無風状態の赤道直下

の海では青い空と海との堺が分からないくらい

の海原に感動したりと青春時代を海の上で過ご

しました。

　汽笛を3回鳴らして御前崎を出港すると、2ヶ月

は船上での厳しい生活となります。狭い船内で25

人の乗組員と生活を共にした経験が今も大きく

役に立っています。

　楽しみと言ったら仕事が終わってからお酒を

飲む事ぐらいしかないため、日が経つにつれスト

レスも溜まっていきます。しかしそこで狭い船内

で同じ釜の飯を共に食べた仲間と、仲良く助け合

い生活をしてゆくことが大切な事など多くの事

を学びました。

　船での多くの経験により、今の若い世代の人達

がどんなに恵まれた環境で生活できているのか

を話すことにより、多少の苦い経験も「自分自身

のためになるんだよ」とアドバイスする事で、若

い人達が気持ちを新たに頑張って頂ければ嬉し

く思います。

　私が今までの組合活動により多くの人達から

いただいた教えを、今後の活動に生かして行く事

がお世話になった方々への恩返しになると思い

頑張って行きたいと思います。

　私たちを取り巻く生活環境・労働環境はまだま

だ大変厳しい状況にありますが、働く仲間が少し

でも生活し易くなるように、組合役員として地域

の役員の皆様と力を合わせ活動して行きたいと

思いますので、今後とも宜しくお願いします。
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※「時間外労働・休日労働に関する協定」
（通称としてこれを「36協定」と言っています）

こちらから
どうぞ！

は

Volunteer

組
合
の

執
行
委
員
に

な
っ
た
ん
だ
。

じ
ゃ
あ

「
36
協
定
」っ
て

し
っ
て
る
？

ガ
ー
ン
今
度
、出
来
た

ワ
ー
カ
ー
ズ

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に

載
っ
て

い
る
よ
。

じ
ゃ
あ 

何
な
の
？

じ
ゃ
あ
、

見
て
み
る
よ
。

あ
あ
、

知
っ
て
る
よ

「
18
」だ
ろ

そ
れ
は
、

 

大
変
ね
。

27

開設
働く人の「見たい、知りたい、学びたい」
に応えるシステム

　
2
0
1
1
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
か

ら
1
年
8
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。新
聞
等
の
報
道
も
余
り

さ
れ
な
く
な
り
、「
被
災
さ
れ
た
地
域
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
」、「
少
し
で
も
復
興
の
役
に
立
つ
な
ら
」と
の
思
い
で

参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。ま
た
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
地
域
活
動
に
参
加
し
て
い
る

関
係
か
ら
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
は
ど
の
よ
う

に
活
動
し
て
い
る
か
を
知
り
た
い
と
の
考
え
も
あ
り
ま
し

た
。　
　
　

　
今
回
の
10
次
隊
は
、
11
月
8
日
〜
12
日（
4
泊
6
日
）の

日
程
で
し
た
。隊
員
は
県
下
か
ら
27
名
で
結
成
さ
れ
、こ
の

中
に
は
高
校
生
や
後
期
高
齢
者
目
前
の
方
な
ど
幅
広
い

方
々
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。ま
た
、隊
員
の
中
に
は
既
に

7
回
も
参
加
し
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
の
方
も
い
ま
し
た
。

　
岩
手
県
の

月
は
寒
い
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

作
業
を
す
る
と
汗
ば
む
ほ
ど
の
気
温
で
し
た
。

　
さ
て
、今
回
の
派
遣
先
は
ア
シ
ス
ト
三
陸
の
調
整
で
釜

石
市
箱
崎
町
に
入
り
ま
し
た
。箱
崎
町
は
釜
石
湾
に
突
き

出
し
て
い
る
箱
崎
半
島
の
付
け
根
に
位
置
す
る
漁
港
の
町

で
す
。

　
遠
野
市
に
あ
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
―
セ
ン
タ
ー
を
8

時
に
バ
ス
で
出
発
し
て
箱
崎
町
ま
で
１
時
間
30
分
掛
け
箱

崎
町
に
入
り
ま
し
た
。

　
以
前
に
は
、こ
の
箱
崎
町
に
は
梅
の
木
が
あ
り
、梅
の
実

が
な
る
季
節
に
は
、住
民
が
梅
を
収
穫
し
、歓
談
し
て
い
た

場
所
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
大
震
災
の
津
波
に
よ
り
、住

宅
と
共
に
梅
の
木
も
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、箱
崎
郵
便
局
長
が
発
起
人

と
な
り
、再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。「
地

11

　
変
化
の
激
し
い
時
代
、労
働
組
合
お
よ
び
福
祉
事
業
団
体
で

あ
っ
て
も
、過
去
の
流
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
だ
け
で
は
、労
働
運
動

や
事
業
の
発
展
は
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

県
内
労
働
団
体
が
実
施
し
て
い
る「
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」に
は
、

年
間
1
0
0
0
件
を
超
え
る
労
働
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が

相
談
者
の
多
く
は
、労
働
関
係
法
の
基
本
的
な
知
識
が
乏
し
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、労
働
組
合
に
お
い
て
は
、組
合
専
従
者
の
減
少
等
に
よ
り

組
織
の「
力
量
」が
低
下
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。特
に
、組

合
指
導
者
は
労
働
運
動
の
継
承
・
発
展
に
重
要
な『
人
材
教
育
』に

つ
い
て
、「
何
ら
か
の
対
応
が
早
急
に
必
要
」と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、労
働
関
係
法
規
・
社
会
保
険
法
な
ど
の
改
正
が
頻
繁
に
お

こ
な
わ
れ
、め
ま
ぐ
る
し
い
変
化
に
組
合
指
導
者
・
労
働
団
体
も
対

応
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
こ
う
し
た
現
状
の
中
で
、だ
れ
で
も
手
軽
に
利
用
で
き
る〝
労
働

界
に
お
け
る
教
育
シ
ス
テ
ム
〞は
労
働
組
合
役
員
や
、そ
の
組
合
員

や
一
般
勤
労
市
民
の
願
い
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
付
託
に
応
え
る
た
め
、①
労
働
者
の
権
利
・
義
務
等
の
周

知
や
最
新
の
労
働
関
係
法
な
ど
の
知
識
習
得
等
が
で
き
　
②
講

東日本大震災
静岡県災害ボランティア
第10次隊参加報告

（ワーカーズ ライブラリー）

座
・
セ
ミ
ナ
ー
開
催
情
報
と
学
習
機
能
な
ど
次
代
を
担
う
人
材
育

成
機
能
を
備
え
た
　
③
だ
れ
で
も
が
手
軽
に
活
用
で
き
る
体
系
的

な「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
教
育
シ
ス
テ
ム
」を
開
発
し
ま
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
2
0
1
0
年
1
2
月
か
ら
県
労
福
協
、事
業
団

体
、労
働
組
合
役
員
な
ど
で
構
成
さ
れ
た「
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
検

討
委
員
会
」を
設
置
し
、協
議
を
重
ね
て
作
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、サ
イ
ト
制
作
と
運
営
に
つ
い
て
は
外
部
の
業
者
の
力
を
お

借
り
し
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は

　
昨
年
　
月
か
ら

公
開
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
ず
こ
の
シ
ス

テ
ム
に
多
く
の
方

に
ア
ク
セ
ス
し
て

会
員
登
録
し
て
い

た
だ
き
、学
び
、知

識
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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域
住
民
の
方
々
が
楽
し
ん
で
歓
談
す
る
憩
い
の
場
所
を
も

う
一
度
取
り
戻
し
た
い
」と
い
う
想
い
が
ア
シ
ス
ト
三
陸

に
伝
わ
り
今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
繋
が
り
ま
し

た
。

　
　
月
1
日
に
、「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
植
樹
祭
」が
行
わ
れ
る

た
め
、
10
次
隊
は
休
耕
田
の
草
取
り
、整
地
作
業
を
行
い
ま

し
た
。す
る
と
、瓦
の
破
片
、食
器
の
か
け
ら
、は
さ
み
な
ど

の
生
活
用
品
が
田
圃
の
中
に
埋
も
れ
て
い
ま
し
た
。や
は

り
、津
波
に
よ
り
、生
活
用
品
が
こ
の
田
圃
に
流
さ
れ
て
来

た
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
昼
の
休
憩
時
に
は
郵
便
局
長
に
震
災
の
辛
い
日
の
事
を

聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。行
政
が
な
か
な
か
動
い
て
く

れ
な
い
の
で
自
分
た
ち
の
力
で
何
と
か
昔
の
生
活
を
早
く

取
り
戻
し
た
と
い
う
話
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　
3
日
間
の
作
業
で
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
苗
木
の
植
え
る
場

所
は
何
と
か
確
保
出
来
ま
し
た
。

　
箱
崎
町
の
沿
岸
部
の
瓦
礫
の
撤
去
作
業
は
終
了
し
て
い

ま
す
が
、ま
だ
草
だ
ら
け
の
住
宅
の
基
礎
部
分
だ
け
が

残
っ
て
い
る
だ
け
で
す
。瓦
礫
を
撤
去
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、元
の
生
活
に
戻
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ

は
こ
れ
か
ら
も
必
要
で
す
。

　
被
災
さ
れ
た
方
は
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
辛
い

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
被
災
さ
れ
た
人
々
の

事
を
忘
れ
ず
に
引
き
続
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
必
要
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、今
回
整
地
さ
れ
た
場
所
に
植

え
ら
れ
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
苗
木
が
順
調
に
育
ち
、春
に

は
大
き
な
実
が
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
加
藤 

明
生
）
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〒４２０－０８５１　静岡市葵区黒金町５－１
県労福協「だより編集係」　
FAX ０５４－２７３－３１１０

E-mailは労福協ホームページの
郵便ポストをご利用ください。

○静岡市清水区　谷村　佳美　様
○静岡市清水区　前橋　有　　様
○富士宮市　　　山本佳奈江　様
○浜松市浜北区　平野　順吉　様
○袋井市　　　　森川　弘人　様

（１） A：ミュージカル「おもひでぽろぽろ」
（２） B：38個
（３） C：うちわ

応募総数51通の内、正解者の中から抽選した結果上記の方々
が当選されました。おめでとうございます。

あなたも労福協だよりにご意見、ご
質問をお寄せください。掲載させて
いただいた方には粗品をプレゼント！

答えをA・B・Cの中から選んでいただき、ハガキ・FAX・
E-mail の何れかでご回答ください。正解者の中から、抽選
で５名様に２ ，  ０００円のUCギフトカードを差し上げます。また、
ご意見・ご感想等をお寄せいただき、掲載させていただいた
方には粗品をプレゼントします。

応募先

クイズ  前回の答え 当選者

（１）生協と農協と漁協で創ったメンチの名称は？
　　A．さばじゃが君　B．にくじゃが君　　C．しんじゃが君

（２） 働く人の「見たい、知りたい、学びたい」に応える
　　システムは？
　　Ａ．ユニオンライブラリー　
　　Ｂ．ワーカーズライブラリー　
　　Ｃ．ヒューマンライブラリー
（３）災害ボランティアが派遣された休耕田に植えられる
　　苗木は？
　　Ａ．みかん　Ｂ．　リンゴ　Ｃ．ブルーベリー

ホームページからの応募も可能です

■締 切 日　２０１3年2月28日（木）まで　[消印有効 ]
■記載項目　①お名前　②電話番号　③郵便番号と住所
　　　　　　④クイズの答　⑤メッセージ

2,000円をゲットしよう！■ロッキー奨学基金が創設され、はじめての授与式が行われ
たとの事、未来を託す若者が社会の為に勉学に集中できる環
境にある事はとても大事な事です。今後も支援が継続される
事を期待します。　　　　　　　　　　　　静岡市　山下様

■今までこの冊子、見たことなかったです。こういう冊子、だい
すきなのにー！！「おもひで ぽろぽろ」、見てみたかったナ・・・。次
回からは要チェックさせてもらいます！ステキな情報ありがとう♪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　島田市　五嶋様

■富士山一斉清掃は世界遺産を目指す上で、非常に良い事
だと思います。私も以前、富士登山した事がありますが、トイレ
の悪臭には気分を悪くした想い出があります。一部有料トイレ
があると聞いていますが、全て有料トイレにして、その費用をト
イレの美化のために使ったらよいと思います。富士山を訪れた
人全員で世界遺産の実現に向けた前進になる！と考えます。
　　　 　　　　　　　　　　　　　　　浜松市　渥美様

■先日、反貧困全国キャラバンin静岡に参加させていただきま
した。道行く人 に々、キャンペーンのうちわを配りましたが、このよ
うな地道な活動が、労福協のとりくみを理解していただくことに
つながり、また社会をより良い方向へ進めていくのだろうと感じ
ました。　 　　　　　　　　　　　　　 静岡市　鈴木様

■生活保護の不正受給は実際にあります。そういう中で、不当
さを訴えても現実味から離れます。昔の武田鉄矢さんの歌では
ないけれど、「働かなければ死ね」と息子に言う厳しさが欠けた
現状では、いかに働かずに生きていくか、という情報交換に労力
を使っている人たちを増やします。守る、保護するという一方だ
けの立場と合わせて、労働意欲を高めることの意義（人として）
を労働者に伝えることも必要ではないでしょうか。　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　静岡市　加藤様

はじめまして。昨年の２月から新しく出来た北駿地区事務所の事
務員として働かせていただいております。事務員として、１年。まだ
まだ分からないことも多くありますが、労福協・退福共・グリーンの
役員の皆様に支えてもらいながら、頑張っております。基本事務
所には私しかいませんが…御殿場に来た際には、事務所にもぜ
ひお立ち寄りください。

氏　名／増田  静華
血液型／ A 型
趣　味／

ウインドーショッピング

ますだ　　 しずか

（北駿地区労福協担当）
事務局員紹介 北駿
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〒420-0839 
静岡市葵区鷹匠2-13-4

☎054-254-1180

1812A011
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